
復興オリンピック・パラリンピック
に向けた重点取組

各団体の取組【実施済、実施予定を含む】

開
催
前

○被災地での聖火リレーの実施
・1964年東京大会の炬火台の巡回・展示
・宮城県において、オリンピック聖火の到着式を実施
・被災地での「復興の火」の展示
・東京2020オリンピック聖火リレーを福島県からスタート
○東京2020 NIPPONフェスティバル等を通じた被災地の文化の発信
○復興「ありがとう」ホストタウンにおける国際交流
○海外メディア向け被災地取材ツアーの実施
○各種会議等におけるレセプションにて、被災地の食材を活用
○被災地における競技会場の施設整備を支援
○被災地のスポーツイベント等を通じた、選手と子ども達との心の交流
○被災地における「未来への道 1000ｋｍ縦断リレー」の実施・継続
○地域復興の意識を高めるオリパラ教育の推進
○震災風化防止イベントの実施・継続
○被災県シンボルツリーの植樹

開
催
中

○宮城、福島にてサッカー及び野球・ソフトボールの円滑な競技開催
○開閉会式を通じて、自然災害を乗り越え次代を創ろうとする姿を発信
○被災地で、東京２０２０大会ライブサイトを実施
○選手村等で、被災地の食材を活用
○選手村のビレッジプラザ等で、被災地の木材等を活用
○被災地の子供達を大会の観戦に招待
○観光振興につながる被災地メディアツアーの企画

開
催
後

○「復興祈念植樹」の実施
○子供達をはじめ、被災地の方々が心に残る大会レガシーの創出

復
興
の
姿
を
発
信

復
興
を
後
押
し

＊今後も取組の追加検討、実現に向けた調整を継続していく。

【資料３】


